
健脚を競った第１回鏡石駅伝ロードレース大会

駅伝競走の部

　　　　　　　　850人
　　　　　　　　175人がエントリー

晩秋の鏡石町で
　　　健脚競う
　　　＝第１回鏡石駅伝・ロードレース大会＝
　　　　　　　　　　　　　－６ページに関連記事－
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ま
た
、
徒
歩
や
自
転
車
な
ど
で

夜
間
に
外
出
す
る
際
に
は
、
明
る

い
服
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
昼

間
は
目
立
つ
赤
や
青
な
ど
の
服
装

も
夜
間
に
は
見
え
に
く
く
な
り
ま

す
。
車
の
ラ
イ
ト
は
歩
行
者
か
ら

は
眩
し
い
く
ら
い
に
明
る
く
見
え

ま
す
が
、
ド
ラ
バ
ー
か
ら
歩
行
者

を
確
認
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難

で
す
。
ま
た
、
今
月
下
旬
か
ら
子

ど
も
た
ち
も
冬
休
み
に
入
り
ま
す

の
で
交
通
事
故
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

の
で
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

県
内
の
交
通
事
故
の
中
で
、
特

に
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
大
変
増

え
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
高
齢
の

歩
行
者
が
道
路
を
横
断
す
る
際
の

事
故
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

車
の
速
度
は
意
外
に
速
い
も
の

で
す
。
道
路
を
横
断
す
る
際
は
、

左
右
を
よ
く
見
て
、
ゆ
と
り
を

も
っ
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
今

の
時
期
は
、
日
が
短
く
夜
間
は
昼

間
よ
り
見
え
る
距
離
や
範
囲
が
狭

ま
り
、
危
険
の
発
見
が
遅
く
な
り

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ス
ピ
ー
ド
を

控
え
め
に
し
て
不
測
の
事
態
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
運
動
は
、
年
末
年
始
の

社
会
経
済
活
動
の
活
発
化
に
伴

い
、
交
通
量
が
増
加
す
る
こ
と
に

加
え
て
夜
間
に
外
出
す
る
機
会
も

増
え
る
た
め
交
通
事
故
が
多
発
す

る
こ
と
か
ら
、
県
民
総
ぐ
る
み
で

そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
安
全
意
識
を
高

め
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

運
動
の
重
点
項
目
は
、
次
の
３
項

目
で
す
。

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
追
放

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

町
で
は
、
交
通
対
策
協
議
会
、

交
通
安
全
協
会
（
矢
吹
正
一
会

長
）、
交
通
安
全
母
の
会
（
深
谷

文
枝
会
長
）
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
得
な
が
ら
飲
食
店
訪
問
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
実
態
調
査
な
ど
各
種

運
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

　

年
末
年
始
の
何
か
と

あ
わ
た
だ
し
い
時
期
を

迎
え
、
交
通
事
故
の
多

発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
交
通
渋

滞
や
積
雪
・
凍
結
な
ど

に
よ
り
道
路
環
境
が
悪

化
し
、
ま
た
、
忘
年
会
、

新
年
会
な
ど
で
お
酒
を

飲
む
機
会
が
多
く
な
る

こ
と
か
ら
飲
酒
運
転
に

よ
る
重
大
事
故
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
12
月
10

日（
土
）か
ら
来
年
の
１

月
７
日（
土
）ま
で
の
間

「
年
末
年
始
の
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
」が
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
町
内
か

ら
悲
惨
な
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
注
意

し
、
よ
い
お
正
月
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。
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☆交通死亡事故は、夕方から夜間にかけての時間帯に多発しています。こ
の時間帯は特に、事故に遭わないよう、また事故を起こさないよう注意し
ましょう。

時間別交通死亡事故発生状況（平成16年中）
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（県警調べ）

　

飲
酒
運
転
は
、
ビ
ー
ル
や
日
本

酒
な
ど
の
酒
類
や
ア
ル
コ
ー
ル
を

含
む
飲
食
物
を
摂
取
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
分
を
体
内
に
保
有
し
た
状

態
で
運
転
す
る
行
為
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
麻
酔
作
用
が

あ
り
、
脳
の
働
き
を
麻
痺（
ま
ひ
）

さ
せ
ま
す
。
お
酒
に
酔
う
と
、
顔

が
赤
く
な
る
、
多
弁
に
な
る
、
視

力
が
低
下
す
る
な
ど
の
変
化
が
表

れ
始
め
、
さ
ら
に
知
覚
や
運
動
能

力
を
司
る
部
分
が
抑
制
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
同
じ
話
を
繰
り
返
し

た
り
、
足
元
が
ふ
ら
つ
い
た
り
し

ま
す
。
で
す
か
ら
、「
飲
ん
だ
ら

運
転
は
し
な
い
」こ
と
が
ド
ラ
イ

バ
ー
の
常
識
で
す
。
必
ず
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
分
が
飲
酒
運
転
を
し

な
く
て
も
、
運
転
手
に
飲
酒
運
転

を
さ
せ
た
り
、
飲
酒
運
転
を
行
う

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
人
に
車
両

を
貸
し
た
り
、
酒
を
す
す
め
た
場

合
は
、
処
罰
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
飲
酒
運
転
は
、
死
亡
事
故

な
ど
の
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
な
運
転
行
為
で
す
。

　

人
の
命
を
奪
い
、
運
転
し
た
人

自
身
の
将
来
も
奪
い
ま
す
。「
酒

を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ
な

い
」「
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
出
さ

な
い
、
す
す
め
な
い
」こ
と
も
大

切
で
す
。

　

ど
ん
な
に
、
気
を
つ
け
て
い
て

も
事
故
に
遭
う
可
能
性
は
０
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
平
成
16
年
に
県

内
で
交
通
事
故
に
よ
り
怪
我
を
な

さ
っ
た
方
は
約
１
万
９
千
人
で
し

た
。
そ
の
一
人
に
、
自
分
が
な
る

可
能
性
も
あ
る
は
ず
で
す
。

　

一
度
で
も
事
故
を
経
験
し
た
方

は
わ
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
事
故

の
衝
撃
は
想
像
以
上
で
す
。
と
て

も
自
分
で
体
を
支
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
車
に
乗
っ
た
ら
必
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
か
わ
い
い
わ
が
子
を
守

る
た
め
に
、
必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

　須賀川地区交通安全協会、須賀川警察署
などが主催する第22回須賀川・岩瀬地方
交通安全大会が、11月18日（金）須賀川市
文化センターで開催されました。
　この大会は、交通安全の輪を広げ悲惨な
交通事故を根絶し、安全で安心な住みよい
社会を実現することを目的に毎年実施され
ています。
　大会では、交通安全関係機関、団体から
約1,000人が出席、交通事故の根絶を誓っ
たほか、交通安全功労者などへの表彰を行
いました。鏡石町からは、滝田初枝さん（大
池）はじめ10名のみなさんと、鏡石町老人
クラブなど２団体が表彰されました。

　近年、交通事故の態様も複雑化し、その解決にお困りの方も多いことと思います。
（社）日本損害保険協会では、そんな方々のために全国に「自動車保険請求相談センター」を設置し、
自動車損害賠償責任保険並びに任意自動車保険の請求について無料でご相談をお受けしています。
突然の交通事故でもあわてずに、まずは相談してみてはいかがでしょうか。
　（社）日本損害保険協会東北支部　福島自動車保険請求相談センター
　〒960－8031　福島市栄町10－21（福島栄町ビル５Ｆ）　☎024－521－1295
□相談日　月曜日～金曜日（祝日を除く）　9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 17:00
□弁護士相談日　毎週木曜日　13:00 ～ 16:00（予約制・相談無料・要面談）

●酔った状態で車を運転した場合
　３年以下の懲役又は50万円以下の罰金
　違反点25点
●酒気帯び運転の場合（呼気１リットル中
　0.15㎖以上のアルコールを体内に保有し
　た状態）の場合
　１年以下の懲役又は30万円以下の罰金
　違反点　13点（0.25㎖以上）
　違反点　６点（0.15 ～ 0.25㎖以上）

　上記のほか、悪質な飲酒運転により人を死
傷させた場合は、故意による犯罪とみなし「危
険運転致死罪」が摘要されます。
（最長15年の懲役）

　なお、飲酒運転をそそのかしたり、飲酒運
転となることを知りながら飲酒をすすめた場
合は、教示罪などとして処罰される場合があ
ります。

きびしいよ！
飲酒運転の罰則

12月 10日～１月７日

高
齢
者
の
み
な
さ
ん

気
を
つ
け
て

滝田初枝さんはじめ
      10 名と２団体が受賞
＝須賀川岩瀬地方交通安全大会＝

交通安全を訴えた鼓笛隊パレード（鏡石一小）

　
　
　
　
　

＝
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
＝

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

大
切
な
命
綱

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
ダ
メ
！優良運転者表彰を受賞する滝田さん

　　万が一、交通事故にあったら
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鏡
石
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
第
３
条

で
は
、
８
項
目
の
報
告
事
項
を
定
め

て
い
ま
す
。
こ
の
項
目
に
基
づ
き
、

そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
①
職
員
の
任
免
・
職
員
数

に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
左
表

１
の
と
お
り
で
、
職
員
総
数
は
平
成

17
年
４
月
１
日
現
在
で
１
０
７
人

（
教
育
長
含
む
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

任
免
の
状
況
は
、表
２
の
と
お
り
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
２
人
減
と
な
っ

　

今
年
６
月
の
議
会
定
例
会
で
議
決
制
定
さ
れ
た「
鏡
石
町
人
事
行
政
の
運

営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、
平
成
16
年
度
の
人
事
行

政
の
運
営
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
こ
の
内
容
は
、
先
月
の
町
財
政
公

表
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
の
公

表
は
、
地
方
公
務
員
法
第
58
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
、
人
事
行
政
運
営
に
お

け
る
公
平
性
、
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
今
年
度
か
ら
行
わ
れ
る
も

の
で
、
町
職
員
の
任
免
や
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
な
ど
の
情
報
を
正

し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
②
職
員
の
給
与
、
③
勤
務

時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
左
表
３
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

人
件
費
の
状
況
（
普
通
会
計
）
で

は
、
全
体
で
約
８
億
７
千
万
円
と
な

り
歳
出
総
額
に
占
め
る
人
件
費
率

は
、
19
・
５
％
と
な
り
、
前
年
比
２
．

６
％
減
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
④
職
員
の
分
限
処
分
及
び

懲
戒
処
分
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
そ

の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
用
語
の
定
義
は
次
の
と
お

り
で
す
。

「
分
限
処
分
」
と
は

　

職
員
の
身
分
保
障
を
前
提
と
し
つ

つ
、
職
員
が
そ
の
職
責
を
十
分
に
果

た
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
職

員
の
意
に
反
す
る
不
利
益
な
身
分
上

の
変
動
を
も
た
ら
す
処
分
を
い
う
も

の
で
す
。

「
懲
戒
処
分
」
と
は

　

職
員
の
一
定
の
義
務
違
反
に
対
す

る
道
義
的
責
任
を
問
う
こ
と
に
よ

り
、
公
務
に
お
け
る
規
律
と
秩
序
を

維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
処
分

を
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
公
平
委
員
会
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
第
７
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
権
限
は
同
法
第
８
条
第
２

項
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
同
法
第
７
条
第
４
項
で

事
務
を
委
任
し
て
お
り
、
昨
年
度
に

お
い
て
、「
勤
務
条
件
に
関
す
る
措

置
要
求
」、「
不
利
益
処
分
に
関
す
る

不
服
申
立
の
状
況
」
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

次
に
、
⑤
職
員
の
服
務
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
公
務
員
は
「
全
体
の
奉

仕
者
」
と
し
て
公
共
の
利
益
の
た
め

に
勤
務
し
、
職
務
遂
行
に
あ
た
っ
て

は
、
全
力
で
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
服
務
の
基
本
原
則
を
忠
実
に

実
行
す
る
た
め
、「
信
用
失
墜
行
為

の
禁
止
」、「
秘
密
を
守
る
義
務
」、「
政

治
的
行
為
の
制
限
」、「
争
議
行
為
等

の
禁
止
」
な
ど
様
々
な
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
お
り
、
昨
年
度
に
お
い
て
、

服
務
義
務
違
反
に
よ
り
処
分
さ
れ
た

事
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
⑥
職
員
の
研
修
及
び
勤
務

成
績
の
評
定
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
職
員
の
研
修
】

　

ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
る
各
種
研
修
を
中
心
に
15
名

の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
な
か
で

も
、
専
門
研
修
と
し
て
、
法
制
・
政

策
法
務
等
地
方
分
権
に
向
け
た
研
修

を
基
本
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
勤
務
成
績
の
評
定
等
の
状
況
】　

　

職
員
の
意
欲
、
能
力
、
実
績
が
適

正
に
評
価
さ
れ
る
人
事
管
理
と
す
る

た
め
、
人
材
育
成
基
本
指
針
に
基
づ

き
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
・
県
等
の
人
事
管
理

制
度
の
見
直
し
状
況
に
留
意
し
な
が

ら
、
本
町
に
お
け
る
職
員
人
事
評
価

制
度
の
構
築
に
向
け
て
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
⑦
職
員
の
福
利
及
び
利
益

の
保
護
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
職
員
の
定
期
健
診
】

　

職
員
の
健
康
管
理
と
し
て
、
全
職

員
を
対
象
と
し
た
定
期
健
診
を
毎
年

１
回
実
施
し
、
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

35
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
人
間
ド
ッ

ク
健
診
も
３
年
に
１
回
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
災
害
補
償
の
状
況
】

　

地
方
公
務
員
災
害
補
償
制
度
は
、

地
方
公
務
員
が
公
務
上
の
災
害
又
は

通
勤
に
よ
る
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た

損
害
を
補
償
し
、
ま
た
、
福
祉
事
業

を
行
う
制
度
で
、
昨
年
は
１
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

区分
部門

職　員　数 対前年
増減数平成17年 平成16年

一
般
行
政
部
門

議　会 2 2
総　務 19 19
税　務 7 7
農　水 7 7
商　工 1 1
土　木 9 10 △1
民　生 17 16 1
衛　生 6 6
小　計 68 68

特別
行政部門

教　育 25 27 △2
小　計 25 27 △2

公営企業等
会計部門

水　道 4 4
下水道 5 5
その他 5 5
小　計 14 14

合　計 107
［123］

109
［123］ △2

（注）
１　職員数は一般職に属する職員数（教育長含む）である。
２　［　］内は、条例定数の合計である。

表１　職員の構成（部門別）

区　分 定年
退職

勧奨
退職

普通
退職 計

一般行政職 0人 2人 0人 2人

技能労務職 0人 0人 0人 0人

計 0人 2人 0人 2人

表2　職員の採用状況
平成16年度は採用なし
（退職者数）

職員数
Ａ

給　　与　　費 一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末・

勤勉手当 　　計 　Ｂ

人
97

千円
370,703

千円
54,833

千円
148,128

千円
573,664

千円
5,914

〔職員給与費の状況（普通会計予算）〕　平成17年度

区　分 給料月額等

給
料

町　長
助　役
収入役

779,900円
624,100円
585,200円

報
酬

議　長
副議長
議　員

329,000円
271,000円
251,000円

期
末
手
当

町　長
助　役
収入役

（16年度支給割合）
3.3月分

議　長
副議長
議　員

（16年度支給割合）
3.3月分

退
職
手
当

町　長
助　役
収入役

（算定方式・支給時期）
779,900×在職月数×0.48（任期ごと）
624,100×在職月数×0.29（任期ごと）
585,200×在職月数×0.26（任期ごと）

〔特別職の報酬月額〕

区　分 平均年齢 平均給与月額
一般行政職 40.7歳 353,365円
技能労務職 48.6歳 307,288円
教育職（幼稚園） 38.4歳 310,998円

区　　分
鏡石町 国
初任給 初任給

一般行政職
大学卒 170,700円 170,700円
高校卒 138,800円 138,800円

技能労務職 高校卒 136,000円 －

〔職員の平均給与月額〕

〔初任給の状況〕

住民基本台帳人口
（16年度末）

歳出額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

人
12,987

千円
4,459,275

千円
870,376

％
19.5

表３　〔人件費の状況〕

区　分 内　　　　容

期末手当・
勤勉手当

期末手当　　3.0月分
勤勉手当　　1.4月分
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
●役職加算　5～ 15％

扶養手当

配偶者 13,500円
２人まで（配偶者扶養） 6,000円
１人（配偶者非扶養） 6,500円
１人（配偶者なし） 11,000円
 その他 5,000円
特定期間（満16歳年度初めから満22歳年度末）の
子の加算 5,000円

住居手当

(借家等職員)
家賃月額が20,500円以下
　●月額－9,500円を支給
家賃月額が20,501円以上
　●月額－20,500円÷2+11,000円を支給
(上限額27,000円)
(自宅等職員)
新築､購入後5年間　　　3,500円
上記以降　　　　　　　2,500円

通勤手当

(交通機関利用者)
運賃等相当額が51,000円以下
　●運賃等相当額を支給
　　運賃等相当額が51,001円以上
　●相当額－51,000円÷2+51,000円を支給
(上限額なし)
(自動車等利用者)
　２㎞～ 80㎞　2,200円～ 43,900円
(上限額43,900円)

管理職手当
支給額
●課長×7％
●主幹×6％

退職手当

 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
 勤続20年 21.0月分 27.3月分
 勤続25年 33.75月分 42.12月分
 勤続35年 47.5月分 59.28月分
 最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置　
　　退職時特別昇給
　　定年の場合：20年以上勤続により1号
　　勧奨の場合：管理職24月、その他の職35年以上
　　　　　　　　24月、それ以外12月
　　死亡の場合：20年以上勤続により１号
　　自己都合の場合：20年以上勤続により1号

〔職員の手当の状況〕

区　分 受診者数

定期健康診断 80人

人間ドック 21人

〔職員の福利及び利益の保護の状況〕

１週間の
勤務時間

勤務時間の割り振り

始業 終業 休息時間 休憩時間 週休日

40時間 8:30 17:15

12：00～
12：15 12：15～

13：00
土曜日及
び日曜日15：00～

15：15

〔勤務時間の状況等〕

総付与日数
　a

総取得日数
　b

全対象職員数
　c

平均取得率
　b/c 消化率　b/a

4,259日 1,112日 108人 10.29日 26.10%

〔年次有給休暇取得等〕
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鏡
石
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す



▼
第
12
部（
親
子
の
部
・
父
と
子
）

１
・
５
㎞　

　

五
十
嵐
恵
一
・
拓
也（
河
東
第

一
小
学
校
）　　　
　
　

５
分
28
秒

▼
第
13
部（
親
子
の
部
・
母
と
子
）

１
・
５
㎞　

　

西
方
圭
子
・
俊
秀（
日
和
田
小

学
校
）　　
　
　
　
　

６
分
38
秒

□
駅
伝
競
走
の
部（
５
区
21
・
６
㎞
）

▼
優　

勝　

飯
舘
村
Ａ
チ
ー
ム

（
武
田
美
由
紀（
１
区
）、
佐
藤
諒

（
２
区
）、
森
永
伸
一（
３
区
）、
佐

藤
彩
華（
４
区
）、大
内
龍
太
郎（
５

区
））　　
　
　

１
時
間
12
分
47
秒

▼
第
７
部（
中
学
男
子
）５
㎞

　

佐
藤
優
彰（
鏡
石
中
学
校
）

16
分
11
秒

▼
第
８
部（
中
学
女
子
）３
㎞

　

山
ノ
内
み
な
み（
緑
ヶ
丘
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　

 　
　　
10
分
42
秒

▼
第
９
部（
一
般
男
子
Ａ
）５
㎞　

　

星　

充
史　
　
　
　
14
分
39
秒

▼
第
10
部（
一
般
男
子
Ｂ
）５
㎞ 

　

大
越
太
一（
チ
ー
ム
東
）16分

41
秒

▼
第
11
部（
一
般
女
子
）５
㎞

　

東
城
遥
子（
郡
山
自
衛
隊
）

18
分
34
秒

　

横
山
大
地（
熱
塩
加
納
ス
ポ
少
）

７
分
19
秒

▼
第
３
部（
小
学
６
年
男
子
）２
㎞

　

鈴
木
雄
大（
長
岡
小
学
校
）

６
分
57
秒

▼
第
４
部（
小
学
４
年
女
子
）２
㎞

　

星
沙
友
未（
白
河
第
二
小
学
校
）

８
分
48
秒

▼
第
５
部（
小
学
５
年
女
子
）２
㎞

　

小
林
永
梨
衣（
本
郷
第
一
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
７
分
48
秒

▼
第
６
部（
小
学
６
年
女
子
）２
㎞

　

丹
野
優（
古
城
小
学
校
）７分

38
秒

　

鏡
石
駅
伝
・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
実

行
委
員
会
が
主
催
す
る
第
１
回
鏡

石
駅
伝
・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が

11
月
６
日（
日
）午
前
９
時
か
ら
鳥

見
山
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
平
成
14
年
を
最
後

に
休
止
し
て
い
た「
牧
場
の
朝

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」に
代
わ
る

も
の
と
し
て
初
め
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。
大
会
で
は
、
５
区
21
・

６
㎞
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
駅
伝
競

走
の
部
に
35
チ
ー
ム
１
７
５
名

が
、
13
部
門
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の

部
に
８
５
０
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
大
会
長
で
あ
る

木
賊
町
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
選
手

を
代
表
し
て
大
河
原
菜
摘
さ
ん

（
鏡
石
中
）が「
精
一
杯
走
り
抜
く

こ
と
を
誓
い
ま
す
。」と
力
強
く
宣

誓
し
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
底
冷
え
す
る
あ
い
に
く

の
天
気
で
し
た
が
、
選
手
の
み
な

さ
ん
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

□
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
部

▼
第
１
部（
小
学
４
年
男
子
）２
㎞

　
鈴
木
裕
太（
門
田
小
）７
分
42
秒

▼
第
２
部（
小
学
５
年
男
子
）２
㎞

全力疾走するランナー

6

　

最
近
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る

事
件
・
事
故
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
地
域
で
活
動
し

て
い
る
安
全
指
導
員
等
を
学
校
安
全

指
導
員（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー

ダ
ー
）に
委
嘱
し
、
学
校
の
巡
回
指

導
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
時
の
安
全
確
保
を
図
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
、「
鏡
石
の
孫
を
見
守
り

隊
」の
隊
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
、

小
抜
三
吉
さ
ん（
岡
ノ
内
）と
山
本

春
雄
さ
ん（
境
）が
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
お
二
人
は
、
登
下
校
時
の

区　分 17年
ト－タル

前年
同期 増減 増減率

空 き 巣 4 3 1 33%
忍 込 み 1 0 1 100％
自 動 車 盗 3 3 0 0%
オ－トバイ盗 0 1 － 1 － 100%
自 転 車 盗 24 51 － 27 － 53%
車 上 ね ら い 23 44 － 21 － 48%
自販機ねらい 9 16 － 7 － 44%

計 64 118 － 54 － 46%
全 刑 法 犯 54 83 － 29 － 35%

巡
回
だ
け
で
な
く
、
学
校
周
辺
の
危

険
箇
所
の
見
回
り
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

学
校
の
安
全
を
守
る

　
　
　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

町の犯罪発生件数（１月～10月のトータル）
須賀川警察署調べ

山本春雄さん

瑞宝双光章を受賞した佐藤さん

秋の叙勲で佐藤久一さん受賞
　平成17年秋の叙勲で、佐
藤久一さん（久来石）が瑞宝双
光章を受賞されました。
　佐藤さんは、昭和29年に町
消防団に入団、第一分団長や
訓練部長を務め、昭和63年
には、町消防団長に就任し３
期１２年間務めるなど、永年
にわたり住民を火災等の災害
から守り、安全・安心な町づ
くりに貢献したことが認めら
れ今回の受賞となりました。

餌を寄贈する会員のみなさん

ライオンズクラブで白鳥の餌寄贈
　５地区のライオンズクラブ
では、11月21日（月）午前11
時から高野池前で白鳥の餌の
贈呈式を行いました。
　式では、各クラブから木賊
町長に、くず米や購入資金が
贈られ、続いて木賊町長から
感謝状が手渡されました。
　町では、今年も白鳥の餌を
募集しています。詳しくは、
町産業課（☎62̶2118）まで
お問い合わせください。

通常点検を受ける団員のみなさん

町消防団秋季検閲式
　町消防団では、10 月 30
日（日）午前９時から鏡石中
学校校庭で、消防団員と女性
消防隊員約 130 名が参加し、
秋季検閲式を開催しました。
　式では、優良消防団員と
消防協力者へ表彰が行われま
した。その後、木賊町長など
が通常点検、機械器具点検を
行った後、消防団員による中
隊訓練および分列行進が披露
されました。

鏡石一区の町政懇談会

町民の声を町づくりに反映
 町と各行政区が主催する町
政懇談会が11月14日（月）か
ら３日間開催されました。
　懇談会は、町民の意見・要
望を聞いてまちづくりに生
かすため実施されているもの
で、今年は、さかい区、鏡石
１区、鏡田区の３行政区で行
われ50名が参加しました。
　懇談会では、質疑や意見交
換を行い、参加者は熱心に質
問を投げかけていました。

広報かがみいし　平成17年12月号

7

広報かがみいし　2005年12月号

　

第
17
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会（
ふ
く
し
ま

駅
伝
）が
11
月
20
日（
日
）、
県
内

73
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
白
河

市
か
ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の
16
区

間
、
95
・
７
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

快
晴
の
空
の
下
、
町
の
期
待
を

背
負
っ
た
16
人
の
選
手
は
、
一

秒
で
も
早
く
次
の
ラ
ン
ナ
ー
に
た

す
き
を
つ
な
ぐ
た
め
精
一
杯
力
走

し
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
、
５
時

間
27
分
12
秒
の
タ
イ
ム
で
、
総

小抜三吉さん

第１回鏡石駅伝・ロードレース大会

部
門
別
優
勝
者（
敬
称
略
）

合
12
位
、
町
の
部
で
４
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

選
手
団
の
み
な
さ
ん
、
大
変
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
、
た

く
さ
ん
の
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

５区を走る山田選手

＝
第
17
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
＝

73
チ
ー
ム
中
12
位
・
町
の
部
で
は
４
位
入
賞

　先月号に第 17回ふくしま駅伝
の選手団を掲載しましたが、次の
方のお名前が誤っていました。
　みなさまにご迷惑とご心配をお
かけしましたことをお詫びすると
ともに訂正させていただきます。
（正）小松仁美さん
（誤）小林仁美さん

お詫びと訂正

新幹線、在来線の特急券、寝台券、座席指定券は鏡石駅でお求めくださいきっぷは鏡石駅で 税務町民課では、毎週金曜日、午後７時15分まで窓口業務（証明書発行）を延長しています役場窓口業務延長
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「
今
は
合
併
し
て
田
村
市
に
な

り
ま
し
た
が
、
旧
船
引
町
で
生
ま

れ
育
ち
、
約
30
年
前
に
鏡
石
町
に

嫁
い
で
き
ま
し
た
。
嫁
い
で
く
る

と
き
、
電
車
か
ら
外
を
眺
め
て
い

た
ら
鏡
石
町
の
畑
に
桃
の
花
が
咲

い
て
い
て
、
と
て
も
き
れ
い
だ
っ

た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す

ね
。」と
話
す
小
松
よ
し
さ
ん
。

　

現
在
は
、
町
内
の
開
業
医
院
に

勤
務
し
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
、
小
松
さ
ん
の
現
在
の

趣
味
は
、
草
花
を
育
て
る
こ
と
だ

そ
う
で
す
。「
自
宅
の
庭
で
、
た

く
さ
ん
の
草
花
を
育
て
て
い
ま
す

が
、
同
じ
花
で
も
、
お
花
屋
さ
ん

か
ら
買
っ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、

自
然
の
も
の
を
育
て
る
の
が
大
好
き

で
す
。
苦
労
し
て
育
て
た
花
が
咲
い

た
と
き
は
、
感
激
も
ひ
と
し
お
で
す

ね
。」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
旦
那
さ
ん
や
友
人
た

ち
と
、
山
登
り
を
し
て
四
季
折
々

の
高
山
植
物
を
見
学
し
た
い
そ
う

で
す
。

　

最
後
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
、「
健
康
な
老
後
を

迎
え
る
た
め
に
は
、
生
き
が
い
を

持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

町
で
町
民
の
み
な
さ
ん
が
た
く
さ

ん
参
加
で
き
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
各
種
教
室
を
開
催
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

　

あ
と
、
現
在
町
で
行
っ
て
い
る

花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
も
っ
と
盛
ん

に
な
っ
て
、
一
年
中
町
中
ど
こ
に

い
っ
て
も
き
れ
い
な
花
が
咲
い
て

い
る
と
い
い
で
す
ね
。」と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
小
松
さ
ん
の
紹
介
で

久
来
石
南
の
佐
藤
ヨ
シ
子
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
が
毎

回
の
楽
し
み
で
す
。

　

今
で
は
外
出
す
る
と
、
こ
れ
ま

で
見
過
ご
し
て
き
た
道
端
に
咲
い

て
い
る
小
さ
な
花
や
落
ち
葉
ま
で

目
に
留
ま
り
、
常
に
そ
の
植
物
で

押
し
花
が
で
き
る
か
考
え
る
の
が

楽
し
み
で
す
ね
。」と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
押
し
花
愛
好
会
で
は
、

毎
年
あ
や
め
祭
り
や
文
化
祭
に
、

１
０
０
点
以
上
の
作
品
を
出
品

し
、
会
場
に
訪
れ
た
多
く
の
観
衆

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

押
し
花
愛
好
会
は
、
平
成
７
年

に
発
足
し
、
現
在
10
名
の
会
員
の

み
な
さ
ん
が
楽
し
み
な
が
ら
作
品

づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

押
し
花
愛
好
会
の
み
な
さ
ん
に

お
話
を
お
伺
い
す
る
と
、「
押
し

花
は
、
ク
ロ
ー
バ
ー
や
小
さ
な
可

愛
ら
し
い
花
な
ど
を
、
本
に
は
さ

ん
だ
り
し
て
、
だ
れ
で
も
一
度
は

経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

誰
に
で
も
や
さ
し
く
で
き
る
押

し
花
。
作
品
を
つ
く
る
際
に
、
花

や
草
を
乾
燥
さ
せ
ま
す
が
、
色
が

　冬は、寒さで鼻やのどの粘膜の血管が収縮して血
液の流れが低下し、空気の乾燥によって粘膜が乾い
てしまうため、細菌やウィルスが侵入しやすくなり
ます。
　かぜとインフルエンザでは、原因となるウィルス
が違いますが、共通する対策のポイントは、次の７
つです。①うがい・手洗いが予防の基本です。②部
屋の温度は20℃前後、湿度は50％以上、換気を心
がけること。③服装を調節し、からだを冷やさない
こと。④水分は十分に、食事は栄養バランスを考え
ること。野菜たっぷりの具だくさん鍋は冬におすす
めのメニューです。⑤適度な運動で体力をつけるこ
と。⑥睡眠・休養をしっかりと取ること。⑦マスク
は、のどや鼻の乾燥を防ぎ、感染を拡げないために
も有効です。
　インフルエンザは、わが国で最大の感染症です。
急に高熱が出て頭痛・全身のだるさが現れますが、
高齢者では発熱などの自覚症状が出にくく、乳幼児
では筋肉痛や関節痛などの症状に周囲の人が気づき
にくく重症化しやすいため、注意が必要です。
　65歳以上の高齢者（および、60～64歳の心臓・
腎臓・呼吸器機能障害等で身体障害者手帳・内部障
害1級程度の方）がインフルエンザ予防接種を受け
る際には、一部公費負担（12月28日まで指定医療機
関にて。自己負担1,000円で、助成は１回限り。本
人の意思確認要）があります。13歳未満の子どもは、
もともと免疫がなく抗体がつきにくいため、２～４
週間の間隔で２回接種がすすめられています。抗体
ができるまでに１～２週間かかりますので、予防接
種は流行前に済ませましょう。
　もし、インフルエンザにかかったかなと思ったら、
（抗ウィルス剤は、発病後４８時間以内が有効）保温
に留意し、早めに受診しましょう。

□団 体 名：押し花愛好会
□活動日時：毎月１回程度
□活動場所：町公民館
□連 絡 先：藤井　誉子さん
　　　　　　☎62－2323

今月のお題

「かぜ予防と
　　インフルエンザ対策」

小 松 よ しさん（東町）

………○230町民リレー

12月４日（日）、12月20日（火）　午後１時30分～３時30分まで　町勤労青少年ホームで開催町民相談日程

広　　　告

インフルエンザに気をつけて

小松さんが育てた草花といっしょに

広報かがみいしに広告を掲載しませんか。横176㎜×縦46㎜の枠で１万円、横86㎜×縦42㎜の枠で５千円広報かがみいし広告募集

広　　　告



　

ま
た
、
し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

は
、
年
内
の
申
込
み
受
付
が
、
12
月

22
日（
木
）ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
業
者
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
健
康
福
祉
課

　

☎
62̶

２
１
１
５

　

犬
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防
法

に
よ
り
、
犬
を
登
録
し
、
毎
年
１
回

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
規
定
に
違
反

す
る
と
、
20
万
円
以
下
の
罰
金
に
問

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。今
年
度
、

予
防
注
射
を
実
施
し
て
い
な
い
飼
い

主
は
、
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
飼
い
犬
の
登
録
を
さ
れ
て

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
献
血
を
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
今
回
は
、
成
分
献
血
が
過
剰

供
給
の
た
め
、
全
血
献
血
の
み
実
施

し
ま
す
。

□
日　

時　

12
月
12
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

□
場　

所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

□
献
血
の
種
類　

２
０
０
㎖
、
４
０

０
㎖　
（
※
成
分
献
血
は
実
施
し
ま

せ
ん
。）

□
献
血
で
き
る
方

　

採
血
基
準
表
の
と
お
り
で
す
が
、

 乳幼児健診等のお知らせ

過
去
に
輸
血
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

方
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て

は
、
過
去
５
年
間
に
献
血
経
験
の
あ

る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
健
康
福
祉
課

　

☎
62̶

２
１
１
５

□
子
ど
も
映
画
会

●
日　

時　

12
月
３
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で

●
上
演
作
品　
『
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
』

□
読
み
聞
か
せ
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

●
日　

時　

12
月
10
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
話
し
手　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

あ
ゆ
み
ら
い

●
内　

容　
「
こ
び
と
の
く
つ
や
」

ほ
か

□
み
ん
な
の
造
形
教
室

●
日　

時　

12
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
講　

師　

絵
本
造
形
作
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地
清
先
生

●
内　

容　
『
牧
場
の
夜
の
ク
リ
ス

マ
ス
』と
い
う
テ
ー
マ
の
作
品
を
先

生
と
一
緒
に
つ
く
り
ま
す
。
お
子
様

か
ら
大
人
の
方
ま
で
楽
し
め
る
内
容

で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
準
備
す
る
も
の

　

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
の
り
、
色
え

ん
ぴ
つ
、
ま
た
は
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
足

り
な
い
道
具
は
図
書
館
に
も
ご
ざ
い

ま
す
。
詳
し
く
は
町
図
書
館
へ（
☎

62̶

１
２
８
８
）

□
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
か
い

●
日　

時　

12
月
21
日（
水
）

　
　
　

午
前
11
時
か
ら
12
時
ま
で

●
内　

容　
「
10
匹
の
カ
エ
ル
の
お

し
ょ
う
が
つ
」ほ
か
手
遊
び
な
ど

●
対　

象　

幼
児（
就
園
前
）

□
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ナ
ー

　

12
月
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
展
示
は『
料

理
』で
す
。
家
族
や
友
だ
ち
に
普
段

と
は
違
う
ご
ち
そ
う
を
振
る
舞
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
小
中
学
生
の
み
な
さ
ん
向

け
に『
冬
休
み
お
す
す
め
し
た
い
こ

の
一
冊
』の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し

た
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
の
休
館
日

　

12
月
29
日（
木
）〜
１
月
３
日

（
火
）ま
で
年
末
年
始
で
休
館
、
１
月

４
日（
水
）は
館
内
整
理
の
た
め
休
館

い
た
し
ま
す
。
開
館
は
１
月
５
日

（
木
）か
ら
と
な
り
ま
す
。
図
書
の
返

却
は
玄
関
脇
の
返
却
ポ
ス
ト
で
も
お

受
け
し
ま
す
。
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は

壊
れ
や
す
い
の
で
開
館
時
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
知
ら
せ

犬
の
飼
い
主
の
方
へ

慶弔 10月受付分

　

12
月
30
日（
金
）で
、「
燃
え
る
ご

み
」の
収
集
が
今
年
最
後
の
ご
み
収

集
と
な
り
ま
す
。

　

通
常
通
り
全
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
収
集
し
ま
す
の
で
、
時
間

厳
守（
午
前
６
時
〜
午
前
８
時
ま
で

の
間
）で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

12
月
31
日（
土
）か
ら
平
成
18
年
１

月
５
日（
木
）ま
で
の
年
末
年
始
は
、

ご
み
処
理
場
が
休
み
と
な
る
た
め
、

ご
み
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
ご
み
を
絶
対

に
出
さ
な
い
で
各
家
庭
で
一
時
保
管

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
ご
み
分
別
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
な
い
方
、
死
亡
等
に
よ
り
現
在
飼

わ
れ
て
い
な
い
方
は
、
町
健
康
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
実
施
方
法

　

最
寄
り
の
獣
医
師
等
で
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
た
後
、
町
健
康
福
祉

課
に
て
注
射
証
明
書
を
提
示
し
、
注

射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

古紙100％再生紙

発行/鏡石町　〒969－0492　福島県岩瀬郡鏡石町不時沼345　☎（0248）62－2111

（17. 10. 31 現在）
 火　災 ９件　（７）
 救　急 438 件　（383）

（　）は前年同期の件数

「あなたです　火のあるくらしの　見はり役」

（全国統一防火標語）

●固定資産税　　　　（３期）
●国民健康保険税　　（７期）
●上下水道使用料　（10・11月分）
の納入期限は12月26日（月）です。

◇　◇　◇　◇　◇
下記の金融機関での口座振替が便利です。
すかがわ岩瀬農協鏡石支店・須賀川信用金庫各
店・東邦銀行各店・大東銀行須賀川支店・福島
県商工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局

（17. 11. 1 現在）

 12,745人 （＋ 14）

 6,228 人 （＋ 14）

 6,517 人 （＋０）

 3,931 世帯 （＋９）

（　）は前月との比較

（17. 10. 31現在）
 件　数 87件 （92）
 死　者 ２人 （１）
 傷　者 115人 （126）

（　）は前年同期の件数

～死亡事故０日数　48日～

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し

尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

広報かがみいし　平成17年12月号

 

 地区 赤ちゃん お父さん お母さん

久来石 佐 藤 璃
り

久
く

 朋 久 浩 江

笠　石 小 貫 　 翔
かける

 真　吾 光 枝

〃  石 井 隼
はや

風
て

 伸 明 明 美

鏡　田　岩 井 真
ま

帆
ほ

 正 和 香 織

 地区 花むこさん 花よめさん

鏡石３ 佐 藤 弘 史 （五十嵐）美　紀

鏡石４ 藤 野 　 一 （清水）千　恵

旭 町 眞 壁 進 悟 （中川西）裕　美

 地区 氏　名 年齢

笠　石 関 根 美 智 子 44

鏡石１ 小 貫 マ サ 98

鏡石３ 添 田 英 夫 49

成　田 滝 口 ナ オ エ 76

　〃 𠮷 田 定 藏 76

お　い　わ　い

11 10

INFORMATION

□おたっしゃ検診
日時　12月13日（火）　午後１時から
場所　高久田多目的集会所
□健康づくりサロン
日時　12月14日（水）　午前９時から
場所　町勤労青少年ホーム
□１歳６ヶ月児健康診査
日時　12月14日（水）　午後１時15分から
場所　鏡石保健センター
□３～４ヶ月児健康診査
日時　12月21日（水）　午後１時30分から
場所　公立岩瀬病院
□１・２歳児健康相談
日時　１月６日（金）　午前９時30分から
場所　鏡石保健センター
□キッズビクス（※申込み制）
日時　１月12日（木）　午前１0時から
場所　児童館

か　な　し　み

よ　ろ　こ　び

http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/鏡石町ホームページ
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　町では、所有する次の土地を公募抽選
により売払いいたします。
□所在地　鏡石町岡ノ内157番２
□地　目　宅地　　□面　積　270㎡
□譲渡価格　1,080万円
□土地の概況
　　当地は、旧交番跡地で町の中心部に
位置し、役場、小学校、ＪＲ鏡石駅に
近い住宅地です。ご希望の方は、次の
とおりお申込みください。
□申込み期間
　　12月１日（木）から12月26日（月)ま
で（土曜日、日曜日を除く）
□申込方法
　　所定の申込用紙に記入の上、役場総
務課にお申込みください。
□その他
　　希望者が複数の場合は抽選となりま
す。抽選の日程等については、申込期
日後、別に通知します。
□問い合わせ先　町総務課☎62－2111

町有地売払いのお知らせ

　町民プール「すいすい」は、年末年始も午前10時か
ら開館していますので、多くのみなさまのご利用をお
待ちしています。
　なお、その他、町内体育施設は休館させていただき
ます。
◇問い合わせ先　町教育課　☎62̶2031

町民プール開館のお知らせ

図
書
館
だ
よ
り

項目
全血献血

200ml献血 400ml献血

年　齢 16歳～69歳 18歳～69歳

体　重

男性
45㎏以上
女性

40㎏以上

男性・女性
50㎏以上

　町では、平成18年の新春を飾る年賀交歓会を次の
とおり開催しますので、町民のみなさまのご参加をお
待ちしています。
□日　時　平成18年１月４日（水）　午後４時から
□場　所　鏡石舘
□会　費　2,000円
□参加申込み期限　12月22日（木）
□申込み・問合わせ先　町総務課　☎62̶2111

平成18年　年賀交歓会

採血基準表

人口と世帯数今月の納税交 通 事 故火災・救急事故



このコーナーへ載せるイラスト
をお待ちしています。どしどし
応募してください。
■サイズ　はがき大
■応募先　役場総務課

人
様
に
教
え
始
め
て
30
余
年
で

す
。
書
道
教
室
も
、
大
人
は
面

倒
、
子
ど
も
は
血
圧
が
上
が
る

と
か
言
い
ま
す
が
、
私
は
、
大

人
は
精
神
修
養
、
お
子
た
ち
か

ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貰
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
も
こ
れ
も
、
雨
に
も
負

け
ず
の
お
し
ん
時
代
の
お
陰
で

す
。
今
、
血
圧
は
正
常
、
歯
も

総
自
歯
、
追
肥
が
き
い
て
い
る

そ
う
で
、世
の
中
公
平
で
す
ね
。

鏡
石
の
大
地
で
培
っ
た
健
康
体

に
感
謝
し
つ
つ
、
有
終
の
美
を

飾
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

̶

最
後
に
一
句̶

「
父
の
星
母
星
い
ず
く
だ
だ
茶
豆
」

　

笠
石
の
山
の
中
に
は
親
子
９
人

の
命
を
つ
な
ぐ
薪
や
、
井
戸
や
、

少
し
の
畑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

冬
に
は
背
丈
以
上
の
雪
が
積

り
、
吹
き
す
さ
ぶ
木
枯
ら
し
の
中

を
裸
足
に
近
い
状
態
で
、
長
女
の

私
を
先
頭
に
雪
に
埋
ま
り
、
雪
を

か
き
分
け
通
学
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
私
の〝
お
し
ん
時
代
〞で
し
た
。

　

笠
石
に
眠
る
父
母
の
御
墓
に
手

を
合
わ
せ
る
時
、
私
は
12
歳
の

少
女
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
首
都
圏
に
住
み
、

三
人
の
子
も
家
庭
人
と
な
り
、
夫

と
２
人
の
静
か
な
明
け
暮
れ
、
ど

の
窓
か
ら
も
視
野
い
っ
ぱ
い
の
緑

で
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
し
か
書
の
プ
ロ
に
な
り
、

　

戦
後
60
年
が
経
ち
ま
し
た
。

王
者
の
暮
ら
し
か
ら
ド
ン
底
に

突
き
落
と
さ
れ
、
外
地
か
ら
引

揚
げ
て
来
た
家
族
が
た
ど
り
着

い
た
の
は
母
の
里〝
鏡
石
村
〞で

し
た
。

高 栁 　 雅
みやび
ちゃん（1歳）

　　　　（中　央）

踊りの好きなみーちゃんです。
（ママより）

田 邉 伶
れ

央
お
くん（２歳）

　　　　（旭　町）

笑顔の可愛い伶央くんです。
（ママより）

　東京かがみいし会

波多野 幸 枝さん（埼玉県）

（笠石区出身）
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